
1 0
0 1
4 0
1 2

Start No. Start No. Name
✓ 1 ✓ 7
✓ 4 ✓ 9

5 ✓ 24
✓ 6 ✓ 5
✓ 7 ✓ 15
3 10 6 14
✓ 11 6 13
6 12 ✓ 3
✓ 13 9 12
✓ 14 6 17

15 10 6
✓ 17 ✓ 19
✓ 20 ✓ 22
✓ 21 ✓ 8
✓ 22 ✓ 4

23 ✓ 1
8 25
4 26

Country Min Action Country Min Action

⽇本 7 FG ⽇本 41 FG

韓国 32 PC 韓国 46 PC

⽇本 35 FG 韓国 51 FG

⽇本 40 FG ⽇本 54 FG

⽇本 41 PC

3 7
15 12

⽂責︓北川 幸⽣

常喜 琥太郎 ４－１

⽇韓交流戦 第１戦
第1Q ⽇韓交流戦初⽇、⽇本のセンターパスにより試合開始。序盤は両者⼀進⼀退の攻防が続くが３分⽇本＃13
髙橋 ⻘⾳グリーンカード２分が課せられた。7分韓国チームのB-upのボールを⽇本＃12⾚⽻ 拓琉が奪い、
プッシュシュートが決まり1－0リードする。12分韓国PC獲得するが、⽇本＃1岩﨑 晴久がナイスセーブ。
第２Q 激しい攻防が続き、21分韓国＃17 LEE JINSEO、26分⽇本＃10志⽅ 瞬にグリーンカードカードが課せ
られた。両チーム得点チャンスを作るも決めきれず、粘り強いそのまま１－０で前半戦が終了。
第３Q  韓国のボールで試合開始。韓国のペースとなり、32分韓国PCを獲得し、⽇本＃1岩﨑 晴久がナイスセー
ブするも、リバウンドで＃3 PARK JAEHYEONに押し込まれ、１－１と同点となる。35分、⽇本が果敢に攻撃
し、スピードあるドリブルでチャンスを作り、韓国GK弾いたボールを⽇本＃20⼩林 響希が押し込み２－１と
リードする。40分、⽇本がパスで崩し、＃25⽯丸 蒼⼤のタッチシュートで３－１。41分、⽇本PC獲得し、＃
21常喜 琥太郎のフリックシュートが決まり、４－１。41分、⽇本＃26棚⽥ 桜司がえぐり込んでパスし、⽇
本＃20⼩林 響希のタッチシュートが決まり５－１と⼤きくリードした。
第４Q 開始早々、46分韓国PC獲得し、＃7 KIM JUNGHUNのフリックシュートがゴール右上に突き刺さり、５－
２となる。51分、韓国＃14 PARK YECHANがこぼれ球を押し込まれ、５－３と追いかける。54分、⽇本＃13髙
橋 ⻘⾳がドリブルでサークルに侵⼊し、豪快なスイープシュートが決まり６－３となる。その後も、⽇本が素
早いプレスから攻撃を仕掛ける決めきれず、６－３で試合終了した。
第１戦⽬を勝利で終えることができた。次戦もこの勢いを続けていきたい。
通算成績１勝０敗０分

⽇本
PC数

韓国
シュート数

⼩林 響希 ２－１ PARK YECHAN ５－３

⽯丸 蒼⼤ ３－１ 髙橋　⻘⾳ ６－３

⾚⽻ 拓琉 １－０ ⼩林　響希 ５－１

PARK JAEHYEON １－１ KIM JUNGHUN ５－２

UMPIRE 福⼠ 絋平 UMPIRE KIM YOUNG SOO

Name Score Name Score

棚⽥ 桜司
ヘッドコーチ 福井 健持 ヘッドコーチ JEONG YONG KYUN

⼟橋 拓⽮ KIM GYUBIN GK
⽯丸 蒼⼤

常喜 琥太郎 PARK SEONGHO
⽩椛 珠久 SIM HYEONSEONG

⻄村 瑞希 CHOI MOONGYO
⼩林 響希 KIM MINSEO

安井 健悟 LEE JINSEO
⽥島 楓祈 HWANG SEONMIN

⾚⽻ 拓琉 PARK JAEHYEON
髙橋 ⻘⾳ KIM JUNSEOK

志⽅ 瞬 PARK YECHAN
佐々⽊ 玲緒 JUNG SIHU

⽜久保 慧 HAM SANGYEON
宮本 康樹 LEE KYUNGMIN

沼⽥ 岳 C MOON CHULHO
⽊下 ⽐釉 PARK JUHAN

Name 備考 備考
岩﨑 晴久 GK KIM JUNGHUN  C

JAPAN 3Q - KOREA
4Q -

1Q -
⽇ 本（U18） 6 2Q - 3 韓国（U18）

試    合 第１戦 通算結果  １戦 １勝０負０分
Country RESULT Country
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